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福
岡
県
が
進
め
て
い
た
、
福
岡
市
中
央
区
西
公
園
の
、
福

岡
藩
・
勤
王
の
志
士
、
平
野
二
郎
國
臣
の
銅
像
周
辺
の
環
境

整
備
工
事
が
三
月
に
完
了
し
た
。
取
り
付
け
道
路
は
改
良
さ

れ
植
栽
も
手
入
れ
さ
れ
る
な
ど
で
、
一
帯
の
開
放
感
が
増
し

た
。
銅
像
前
で
は
五
年
に
一
度
、
春
、「
銅
像
再
建
祭
」
と

國
臣
の
「
生
誕
祭
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
来
年
が
そ
の
年

に
当
た
り
、
再
建
五
十
周
年
祭
と
生
誕
祭
が
斎
行
さ
れ
る
予

定
。
新
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
意
義
深
い
祭
典
に

な
る
こ
と
だ
ろ
う
。【
２
面
に
関
連
記
事
】

の
掲
示
板
が
新
設
さ
れ
た
。
福

岡
県
柳
川
市
在
住
だ
っ
た
原
さ

ん
は
説
明
文
を
完
成
さ
せ
た
お

よ
そ
半
年
後
、
祖
先
顕
彰
の
役

目
を
果
た
し
安
心
さ
れ
た
か
の

よ
う
に
、
逝
去
さ
れ
た
。
八
十

五
歳
だ
っ
た
。

　

銅
像
周
辺
の
環
境
整
備
で
、

県
は
平
野
神
社
（
福
岡
市
中
央

区
今
川
一
丁
目
）
の
要
望
を
聴

い
て
工
事
に
取
り
入
れ
た
。　

　

山
内
勝
二
郎
宮
司
は
「
取
り

付
け
道
路
の
改
良
で
、
お
年
寄

り
も
訪
れ
や
す
く
な
っ
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
は
、
通
り
が
か

り
に
銅
像
を
見
て
も
、
國
臣
の

人
物
像
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
人

も
多
か
っ
た
と
思
う
が
、
説
明

文
が
掲
示
さ
れ
た
の
で
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
喜
び
を
語

っ
て
い
る
。

　

銅
像
周
辺
の
整
備
は
、
県
の

西
公
園
一
帯
の
環
境
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
三
、

四
両
年
度
で
行
わ
れ
た
。
公
園

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
的
に

園
路
、
ト
イ
レ
、
照
明
な
ど
の

施
設
が
改
良
さ
れ
た
。

　

工
事
で
は
、
ま
ず
光
雲
神
社

参
道
か
ら
銅
像
前
広
場
ま
で
の

幅
五
㍍
、
全
長
五
十
五
㍍
の
坂

の
取
り
付
け
道
路
が
石
畳
風
に

舗
装
さ
れ
た
。
道
路
の
両
脇
に

は
手
す
り
も
付
け
ら
れ
た
。

　

か
つ
て
の
取
り
付
け
道
路
は

砂
利
道
で
段
差
も
あ
り
、
お
年

寄
り
が
足
を
取
ら
れ
て
難
儀
し

て
い
た
が
、
整
備
に
よ
っ
て
ス

ロ
ー
プ
に
な
り
、
車
い
す
で
も

通
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
取
り
付
け
道
路
の
頭
上

に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
茂
っ

て
い
た
樹
木
も
整
理
さ
れ
た
の

で
、
周
囲
の
景
観
が
開
け
、
所

在
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
銅
像

が
、
参
道
か
ら
目
に
付
く
よ
う

に
な
っ
た
。

　

銅
像
前
広
場
も
芝
生
が
張
ら

れ
、
一
部
は
石
畳
風
に
舗
装
。

訪
れ
た
人
が
休
憩
出
来
る
よ
う

に
ベ
ン
チ
も
設
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
参
道
か
ら
の
入
り

口
に
「
平
野
二
郎
國
臣
像
」
と

大
書
し
た
案
内
板
が
設
置
さ
れ

存
在
感
が
一
層
増
し
た
。
ま

た
、
銅
像
前
に
は
、
國
臣
の
曾

孫
、
原
國
郎
さ
ん
に
よ
る
國
臣

の
偉
業
と
志
を
記
し
た
説
明
文

　　
今号の主な内容

▽
壮
観
だ
っ
た
記
念
館
資
料
展
示
＝
２
面

▽
銅
像
説
明
文
に
「
國
臣
の
〝
思
い
〟」

　

込
め
る
＝
２
面

▽
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」
日
程
決

　

ま
る
＝
３
面

▽
賛
助
会
員
芳
名
録
＝
３
面

玄　　　　　　　　　洋（１）平成２５年４月１日 第　１１5　号

「平野二郎國臣」の銅像

周辺の整備が完了

取り付け道路は舗装に
福
岡
市
・
西
公
園

玄洋社憲則

第一条

第二条

第三条

皇室ヲ敬戴ス可シ

本國ヲ愛重ス可シ

人民ノ権利ヲ固守
ス可シ

石
畳
の
よ
う
に
舗
装
さ
れ
通
り
や
す
く
な
っ
た
取
り
付
け
道
路

来
年
は
再
建
50
周
年



（
前
号
よ
り
続
く
）

　

翁
は
ほ
と
ん
ど
筆
を
と
っ
た
事
が
な
い
と
言
っ
て
良
い
位

の
方
で
書
も
書
い
た
物
も
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
字
を
書
か
な
い
の
は
板
垣
と
、
大
隈
と
、
進
藤
だ
っ
た
」

と
頭
山
翁
は
言
わ
れ
た
が
、
か
つ
て
平
岡
浩
太
郎
氏
が
亡
く

な
っ
た
後
無
競
争
で
代
議
士
に
な
ら
れ
た
際
、
正
月
に
宮
中

に
奉
伺
さ
れ
た
時
の
署
名
と
生
涯
を
通
じ
て
の
只
一
首
の
歌

　

梓
弓
心
の
ま
ゝ
に
引
き
つ
め
て

　
　

放
つ
一
矢
の
と
お
ら
ざ
ら
め
や

　

が
あ
り
ま
す
が

　
「
あ
れ
だ
け
は
間
違
い
な
く
進
藤
の
筆
で
あ
っ
た
」

　

と
頭
山
翁
は
折
紙
を
つ
け
て
居
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
九
年
同
志
の
面
々
と
共
に
因
幡
町
の
、
縣
庁
裏
の
獄

に
投
ぜ
ら
れ
た
時
は
、
翁
が
未
だ
二
十
五
、六
才
の
時
で
あ

り
ま
し
た
が
獄
中
で
の
拷
問
は
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

就
中
容
貌
婦
人
の
如
き
白
面
の
青
年
進
藤
翁
の
如
き
は
最

も
激
し
い
責
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

同
志
の
一
人
林
斧
助
氏
が
同
志
の
中
で
一
番
き
れ
い
な
褌

を
し
て
居
た
の
で
、
皆
一
人
づ
ゝ
引
き
出
さ
れ
る
時
は
そ
の

褌
を
借
り
て
白
洲
に
出
た
の
で
あ
り
ま
す
。
平
素
豪
の
者
を

以
て
任
じ
て
居
た
某
の
如
き
は
散
々
尻
を
た
ゝ
か
れ
悲
鳴
を

あ
げ
て
引
き
揚
げ
て
来
る
の
を
、
頭
山
翁
は
自
分
の
片
袖
を

引
き
チ
切
っ
て
そ
の
傷
に
當
て
ゝ
や
り
、
自
分
は
片
袖
の
衣

物
で
白
洲
に
出
た
り
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 

（
こ
の
項
続
く
） ▶ 20 ◀

　

進
藤
翁
の
逸
話　
　
　
　

藤
本　

尚
則
（
談
）

　

福
岡
市
博
物
館
（
有
馬
學
館

長
）
で
昨
年
十
一
月
二
十
三
日

か
ら
今
年
二
月
十
一
日
ま
で
開

か
れ
た
第
24
回
新
収
蔵
品
展

「
ふ
く
お
か
の
歴
史
と
く
ら

し
」
で
、
玄
洋
社
記
念
館
が
同

博
物
館
に
寄
託
し
て
い
る
資
料

の
一
部
が
展
示
さ
れ
来
館
者
の

関
心
を
集
め
た
。

　

同
展
は
、
同
博
物
館
が
寄

託
・
寄
贈
を
受
け
た
新
資
料
を

一
般
に
公
開
す
る
た
め
の
も
の

で
、
ほ
ぼ
毎
年
一
回
、
開
催
し

て
い
る
。
今
回
は
平
成
二
十
年

度
と
二
十
一
年
度
に
寄
贈
・
寄

託
を
受
け
た
も
の
の
う
ち
、
整

理
・
調
査
と
目
録
化
が
終
了
し

た
約
三
千
四
百
三
十
件
の
中
か

ら
約
二
百
二
十
件
が
展
示
さ
れ

た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
の
寄
託
資
料

か
ら
は
頭
山
満
翁
の
「
天
下

粉
々
乱
如
麻
練
磨
肝
膽
獨
成

仁
」、
廣
田
弘
毅
先
生
の
「
以

和
為
貴
」、
進
藤
喜
平
太
翁
の

「
窮
通
」、
進
藤
一
馬
先
生
の

「
天
地
正
大
気
」、
西
郷
隆
盛

の
七
言
絶
句
「
淡
雪
」
の
ほ
か

中
野
正
剛
先
生
の
書
な
ど
、
掛

け
軸
を
中
心
に
和
装
本
な
ど
も

展
示
さ
れ
た
。

　

同
展
開
催
当
初
は
掛
け
軸
十

四
幅
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
後
は

適
宜
、
展
示
品
の
入
れ
替
え
が

行
わ
れ
た
。

　

展
示
場
の
ケ
ー
ス
一
面
に
、

玄
洋
社
記
念
館
資
料
の
掛
け
軸

が
、
ま
と
ま
っ
て
ず
ら
り
と
並

ん
だ
様
子
は
実
に
壮
観
。
先
覚

の
書
の
筆
勢
と
相
ま
っ
て
、
見

る
人
に
感
銘
を
与
え
た
よ
う

だ
っ
た
。

　

来
場
者
は
、
玄
洋
社
記
念
館

資
料
に
接
す
る
の
が
初
め
て
の

人
も
多
く
「
こ
う
い
う
も
の
が

あ
る
の
か
」
と
感
心
す
る
声
が

聞
か
れ
、
ま
た
、
休
館
前
の
玄

洋
社
記
念
館
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
に
は
、
懐
か
し
さ
を
感

じ
る
向
き
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

平
野
國
臣
の
銅
像
の
周
辺
整

備
で
、
平
野
神
社
か
ら
説
明
文

を
依
頼
さ
れ
た
國
臣
の
曾
孫
、

原
國
郎
さ
ん
＝
福
岡
県
柳
川
市

旭
町
＝
は
、
執
筆
に
全
力
を
傾

注
し
た
。【
一
面
参
照
】

　
「
…
新
し
い
国
家
誕
生
の
た

め
に
身
を
捨
て
て
、
大
義
に
生

き
た
。
そ
の
短
い
生
涯
は
混
乱

の
世
に
国
の
在
り
方
を
思
い
、

そ
の
見
識
と
献
身
的
行
動
は
明

治
維
新
の
礎
石
と
な
っ
た
」
と

結
ん
だ
約
八
百
二
十
字
の
文
に

は
、
國
臣
の
偉
業
と
と
も
に
、

國
臣
の
〝
思
い
〟
が
表
さ
れ
て

い
る
。
従
来
、
國
臣
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
多
く
は
國
臣
の
行
動
や

事
実
関
係
の
列
挙
。
良
子
夫
人

（
83
）に
よ
れ
ば
、原
さ
ん
は「
國

臣
の
〝
思
い
〟
を
後
世
に
伝
え

よ
う
と
、
そ
の
点
に
力
を
注
い

で
い
た
」
と
い
う
。

　

執
筆
に
取
り
か
か
っ
て
か
ら

の
原
さ
ん
は
、
手
持
ち
の
國
臣

の
資
料
を
引
っ
張
り
出
し
て
は

夜
遅
く
ま
で
調
べ
た
。
傍
ら
か

ら
辞
書
を
離
さ
ず
、
言
葉
の
表

現
に
気
を
遣
い
「
伝
え
た
い
こ

と
が
伝
わ
る
よ
う
に
」
と
推
敲

を
重
ね
た
。「
満
足
い
く
言
葉

が
見
つ
か
ら
ず
、
も
ど
か
し
が

る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
良
子
夫

人
。
地
元
の
小
学
校
長
を
務
め

た
教
育
者
ら
し
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

　

説
明
文
は
一
昨
年
十
一
月
に

書
き
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
原

さ
ん
は
昨
年
一
月
に
脳
梗
塞
を

発
症
。
そ
の
後
、
説
明
文
の
掲

示
板
が
完
成
し
た
段
階
で
、
平

野
神
社
の
山
内
勝
二
郎
宮
司
ら

が
報
告
に
訪
れ
た
際
は
お
元
気

だ
っ
た
が
、
昨
年
五
月
五
日
、

八
十
六
歳
の
誕
生
日
を
二
十
一

日
後
に
控
え
て
逝
去
さ
れ
た
。 

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

玄　　　　　　　　　洋平成２５年４月１日 第　１１5　号（２）

「國臣の〝思い〟伝えたい」
銅像の説明文

曾孫・原國郎さん執筆に力注ぐ

「
新
収
蔵
品
展
」
で
披
露

壮
観
だ
っ
た
「
記
念
館
資
料
」
展
示

設置された説明板

故 原　國郎さん

ずらりと並んで展示された玄洋社記念館資料の書

市博物館



　
「
願
い
が
か
な
っ
た
お
礼
に
」

―
と
、
福
岡
市
南
区
曰
佐
四
丁

目
、
郵
便
局
職
員
、
西
村
司
さ

ん
（
48
）
と
義
父
の
宗
教
家
、

中
村
司
さ
ん
（
88
）
が
、
先
ご

ろ
中
野
正
剛
先
生
の
銅
像
の
あ

る
鳥
飼
八
幡
宮
（
福
岡
市
中
央

区
今
川
一
丁
目
、
山
内
勝
二
郎

宮
司
）
を
通
じ
て
中
野
正
剛
先

生
顕
彰
会
に
ご
厚
志
と
清
酒
を

届
け
ら
れ
た
。

　

西
村
さ
ん
に
は
、
か
つ
て
事

業
が
軌
道
に
乗
ら
ず
、
郵
便
局

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
が
短
時

間
の
勤
務
。
副
業
に
新
聞
配
達

を
す
る
と
い
う
困
難
の
時
期
が

あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
中
野
先
生
の
銅

像
の
前
を
通
り
か
か
る
た
び
に

「
中
野
先
生
、
な
ん
と
か
道
が

開
け
る
よ
う
に
導
い
て
く
だ
さ

い
」
と
念
じ
て
い
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、
通
っ
た
小
学

校
が
鳥
飼
八
幡
宮
に
近
か
っ
た

の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
境

内
で
遊
び
、
後
に
建
立
さ
れ
た

中
野
先
生
の
銅
像
に
も
親
近
感

を
抱
い
て
い
た
。

　

昨
年
九
月
、
郵
便
局
の
試
験

に
合
格
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

の
職
員
に
昇
格
し
た
。
そ
の
喜

び
を
中
村
さ
ん
と
語
り
合
う
中

で「
中
野
先
生
の
お
か
げ
」と
、

二
人
で
銅
像
に
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
戦
前
、
役
所

の
奉
安
殿
に
あ
っ
た
「
頭
山
満

御
霊
」「
緒
方
竹
虎
御
霊
」「
中

野
正
剛
御
霊
」
と
列
記
さ
れ
た

位
牌
を
終
戦
後
に
預
か
り
自
宅

で
祀
っ
て
き
た
。
娘
さ
ん
の
結

婚
で
西
村
さ
ん
と
出
会
っ
た
の

だ
が
、
双
方
が
中
野
先
生
を
敬

っ
て
い
る
と
わ
か
り
驚
い
た
。

西
村
さ
ん
も
「
奇
遇
と
思
っ

た
」
と
い
う
。

　

二
人
は
隣
り
合
っ
て
住
む
。

中
村
さ
ん
は
西
村
さ
ん
の
こ
と

を
「
真
実
の
中
に
生
き
て
い
る

よ
う
な
人
物
」
と
い
い
「
中
野

先
生
へ
の
お
礼
は
貧
者
の
一

灯
。
余
裕
が
で
き
た
ら
ま
た
行

き
ま
す
」
と
い
う
。

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
一
万
円
】

松
長　

泰
幸　
　
　
（
藤
沢
市
）

田
坂　

大
藏　
　
　
（
福
岡
市
）

皆
川　

明
彦　
（
さ
い
た
ま
市
）

西
口　

英
世　
　
　
（
川
越
市
）

川
辺　

俊
幸　
　
　
（
福
岡
市
）

樋
口　

吉
朗　
　
　
（
入
間
市
）

　
　
　
　
　

◇

　

訂
正　

１
１
４
号
の
本
欄
で

山
嵜
泰
生
様
（
那
珂
川
町
）
の

賛
助
金
額
を
一
万
円
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
二
万
円
の
誤
り
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長

花
　
田
　
　
　
　
勲

専
務
取
締
役

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

賛
助
会
員
芳
名
録

 （
１
月
10
日
現
在
・
敬
称
略
）

玄　　　　　　　　　洋（３）平成２５年４月１日 第　１１5　号

会
員
の
皆
様
に
は
、
経
済
環

境
厳
し
い
折
、
誠
に
恐
縮
で

は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ

し
く
ご
賛
助
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一
万

円
　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝
一

口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た
は

銀
行
振
込
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
振
込
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番
号

０
１
７
７
０
～
１
～
２
０
７

３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号
０
７
４

０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄
洋

社
記
念
館
」
で
す
。

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会
員

の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

玄
洋
社
記
念
館
は
、
賛
助
会

員
の
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
、
昨
年
度
も
先
覚
顕

彰
行
事
な
ど
所
定
の
活
動
を

滞
り
な
く
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
紙
二
面
に
掲
載

の
と
お
り
、
福
岡
市
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
第
24
回
新
収

蔵
品
展
「
ふ
く
お
か
の
歴
史

と
く
ら
し
」
で
、
玄
洋
社
記

念
館
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
玄
洋
社
記
念
館
の
活
動

へ
の
、
一
般
の
方
々
の
理
解

の
広
が
り
が
、
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
四
月
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
当
記
念
館

は
同
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

五
年
度
分
の
賛
助
会
費
の
受

け
付
け
を
始
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

法
人
会
員
の
皆
様
、
個
人

　

Ａ
級
戦
犯
と
し
て
の
刑
死

か
ら
今
年
は
六
十
五
年
。
福

岡
市
が
生
ん
だ
悲
運
の
宰

相
、
廣
田
弘
毅
先
生
の
ご
遺

徳
を
顕
彰
す
る
社
団
法
人
玄

洋
社
記
念
館
主
催
の
「
廣
田

弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」
は
、
五

月
十
八
日
（
土
曜
日
）
に
齋

行
さ
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前

十
一
時
か
ら
で
す
。

　

場
所
は
福
岡
市
中
央
区
城

内
五
（
福
岡
市
美
術
館
入
り

口
）
の
廣
田
先
生
銅
像
前
。

　

参
加
費
は
千
円
で
す
。

　

詳
細
は
玄
洋
社
記
念
館

（
電
話
０
９
２
・
７
６
２
・

２
５
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

今
年
は
５
月
18
日
に
齋
行

会
費
納
入
の
お
願
い

社
団

法
人
玄
洋
社
記
念
館

平
成
25
年
度

「人生が好転」
中野先生に
お礼の厚志



を
書
い
て
い
れ
ば
そ
れ
も
死
語

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

頭
山
満
（
一
八
五
五
～
一
九

四
四
）
の
書
は
比
較
的
あ
ち
こ

ち
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

当
初
あ
ま
り
気
に
と
め
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
段
々

わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
力

の
こ
も
っ
た
字
と
、
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
力
を
抜
い
た
字
と
、

二
つ
の
作
風
が
あ
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。要
す
る
に「
い

い
字
」
と
「
あ
ま
り
よ
く
な
い

字
」
で
す
。
そ
し
て
「
あ
ま
り

よ
く
な
い
字
」
の
中
に
は
頭
山

ー
ネ
ッ
ト
上
の
百
科
事
典
）、

私
の
目
の
前
の
壁
に
置
い
て
あ

る
鉄
舟
の
書
は
い
い
書
だ
し
、

「
全
生
庵
で
書
い
た
」
と
も
あ

る
の
で
す
が
、
自
署
や
落
款
か

ら
偽
作
で
は
な
い
か
と
の
疑
い

が
消
え
ま
せ
ん
。
収
集
家
は
真

偽
に
関
わ
ら
ず
集
め
て
、
自
分

が
気
に
入
っ
た
も
の
が
、
い
い

も
の
だ
と
考
え
る
の
だ
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
本
物
よ
り
も
偽

作
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
の
で

す
か
ら
驚
き
ま
す
。
私
も
自
分

の
感
性
を
信
じ
て
、
ま
ず
は
鉄

舟
の
百
万
枚
の
内
の
一
枚
と
思

う
こ
と
に
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
書
い
た
こ
と
と
、

偽
作
の
有
無
は
と
り
あ
え
ず
関

係
な
さ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

頭
山
の
書
に
も
偽
作
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
収
集
家
で
は
な

い
、
研
究
者
の
は
し
く
れ
と
し

て
は
そ
の
点
で
の
吟
味
が
必
要

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

御
自
身
が
書
家
で
も
あ
っ
た

財
部
一
雄
氏
（
本
紙
の
編
集
を

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
）
か
ら
、
頭
山
は
竹
筆
で
書

い
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
確

か
に
そ
れ
は
特
徴
的
で
、
ス
ウ

ー
ッ
と
力
を
抜
く
終
筆
の
部
分

は
必
ず
す
き
間
が
生
じ
ま
す
。

細
い
線
が
並
行
す
る
、
毛
筆
で

は
ま
ね
の
で
き
な
い
よ
う
な
線

で
、
竹
筆
の
特
徴
で

す
。
竹
筆
は
竹
を
細

か
く
切
り
裂
い
て
サ

サ
ラ
の
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
。
私
は
毛

筆
の
他
に
竹
筆
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
哲
学

者
・
京
都
大
学
教
授

だ
っ
た
西
田
幾き

太た

郎ろ
う

が
竹
筆
を
愛
好
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

頭
山
の
字
は
見
て

は
あ
り
な
が
ら
、
同
じ
地
域
で

は
武
士
も
庶
民
も
共
通
し
た
書

き
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

古
文
書
は
読
め
て
も
、
扁
額

や
掛
け
軸
と
な
る
と
ど
う
し
て

も
読
め
な
い
字
が
あ
り
ま
す
。

掛
け
軸
に
は
儒
教
の
知
識
な
ど

が
入
っ
て
く
る
の
で
、
前
後
関

係
を
知
ら
な
い
と
読
み
取
れ
な

い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
今
に

な
っ
て
書
道
を
続
け
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
と
反
省
し
き
り
で

す
。「
書
は
人
な
り
」と
は「
書
」

が
残
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
言
え

る
こ
と
で
、
ワ
ー
プ
ロ
で
文
章

　

今
回
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
に
入

り
ま
す
。
頭
山
満
関
係
の
資
料

を
さ
ま
ざ
ま
に
紹
介
す
る
こ
と

に
し
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
情

報
を
公
に
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
資
料
・
史
料
の
発
見
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
書
は
人
な
り
」
と
言
い
ま

す
。
小
学
校
二
年
生
ぐ
ら
い
の

時
で
し
ょ
う
か
、
放
課
後
に
教

室
で
書
道
教
室
が
開
か
れ
て
い

ま
し
た
。
毎
回
墨
を
す
り
ま

す
。
当
然
の
話
で
す
が
、
私
に

は
こ
れ
が
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
の

で
す
。
と
う
と
う
逃
げ
出
す
よ

う
に
し
て
、
書
道
と
は
縁
遠
く

な
り
ま
し
た
。
私
の
字
は
行
書

と
強
弁
で
き
そ
う
で
す
が
、
実

は
単
に
下
手
な
だ
け
で
す
。
そ

の
理
由
が
最
近
わ
か
り
ま
し

た
。
急
い
で
書
く
た
め
で
す
。

な
ぜ
画
数
を
減
ら
し
た
り
、
四

角
を
丸
め
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
読

め
な
い
よ
う
な
字
を
書
く
の

か
。
自
分
で
も
不
思
議
な
く
ら

い
で
す
。
ワ
ー
プ
ロ
が
発
明
さ

Ｊ
Ｒ
駅
名
の
額

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 57 回

満
の
書
で
は
な
い
も

の
、
言
わ
ば
偽
作
が
混

じ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
点

は
さ
ら
に
詰
め
て
い
き

ま
す
。

　

た
だ
、
古
書
店
や
骨

董
店
の
間
で
は
頭
山
の

書
に
は
偽
作
が
な
い
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
、
本

物
が
多
す
ぎ
て
、
偽
作

を
作
る
必
要
が
な
い
か

ら
だ
、
と
言
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
山
岡
鉄

舟
（
一
八
三
六
～
八

八
）
は
生
涯
に
百
万
枚

以
上
書
い
た
と
言
わ
れ

て
い
て
上
に
は
上
が
あ

る
も
の
で
す
が
（
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
＝
イ
ン
タ

れ
た
時
に
い
ち
早
く
飛
び
つ
い

た
の
も
、
当
然
の
成
り
行
き
で

し
た
。

　

古
文
書
の
文
字
は
く
ず
し
字

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
楷
書
を
く

ず
し
て
草
書
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
そ
う
で
す
。
草
書
は
楷

書
と
は
独
立
に
存
在
し
て
い
た

わ
け
で
す
。
以
前
、
湯
島
聖
堂

（
江
戸
時
代
の
東
京
大
学
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
）
を
訪
ね

た
折
、「
楷
」
と
い
う
木
を
見

ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
枝
か
ら

枝
が
生
え
る
時
に
、
角
・
角
・

角
…
と
連
な
り
ま
す
。
そ
れ
で

楷
書
の
「
楷
」
の
字
の
由
来
と

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
に
も
っ
ぱ
ら
使
わ

れ
た
文
字
、
そ
れ
が
草
書
で

す
。
ほ
ぼ
「
御お

い
え
り
ゅ
う

家
流
」
で
統
一

さ
れ
て
い
た
の
で
、
武
家
の
文

書
も
農
村
の
文
書
も
同
じ
知
識

で
済
み
ま
す
。
私
の
体
験
で
は

福
岡
藩
と
小
倉
藩
、
福
岡
藩
と

熊
本
藩
で
は
見
た
目
の
印
象
か

ら
違
い
ま
す
。
多
少
の
地
域
差

玄　　　　　　　　　洋平成２５年４月１日 第　１１5　号（４）

す
ぐ
に
わ
か
る
特
色
が
あ
り
ま

す
。
今
ま
で
に
頭
山
の
名
で
出

さ
れ
た
手
紙
を
二
回
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
頭
山
の
字
と

は
似
て
も
似
つ
か
な
い
も
の
で

し
た
。
こ
れ
が
頭
山
の
委
任
を

受
け
た
第
三
者
が
代
筆
し
た
の

か
、
そ
れ
と
も
偽
作
な
の
か
、

け
ん
と
う
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、

と
り
あ
え
ず
、
頭
山
ら
し
さ
の

に
じ
ん
だ
書
は
と
て
も
味
わ
い

深
い
も
の
だ
と
思
え
ま
す
。
こ

う
し
た
時
に
「
書
は
人
な
り
」

を
実
感
し
ま
す
。

　

写
真
は
Ｊ
Ｒ
青お

う
め梅
線
「
御み

た
け嶽

駅
」
の
改
札
口
に
掲
げ
ら
れ
た

頭
山
筆
の
駅
名
額
で
す
。
本
来

は
駅
の
外
に
向
け
て
飾
ら
れ
て

い
た
の
を
、
風
雪
で
痛
ま
な
い

よ
う
に
構
内
に
移
し
た
の
で
し

ょ
う
。
由
来
は
不
明
で
す
が
、

大
事
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
板
に
彫

り
込
ん
で
、
文
字
に
白
い
色
を

塗
っ
て
い
ま
す
。
左
下
に
う
っ

す
ら
と
し
た
赤
で
、
落
款
二
顆

も
見
え
ま
す
（
下
の
方
は

「
立り

ゅ
う
う
ん雲」

と
書
か
れ
て
い
る
は

ず
で
す
）。「
御
嶽
駅
」
の
三
文

字
は
竹
筆
特
有
の
か
す
れ
が
な

く
こ
の
場
合
は
毛
筆
を
用
い
た

の
で
し
ょ
う
。
墨
痕
豊
か
に
楷

書
で
丁
寧
に
力
強
く
書
か
れ
て

い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

す
。
そ
れ
で
も
「
嶽
」
の
終
筆

の
「
点
」
が
丸
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
は
注
目
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。「
頭
山
満
」
と
い
う

署
名
も
頭
山
独
特
の
書
体
で

す
。（
額
に
つ
い
て
の
情
報
は

猪
野
又
太
郎
様
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
は
原
島

一
臣
様
【
御
岳
登
山
鉄
道
勤

務
】、
神
田
優
様
の
手
を
わ
ず

ら
わ
せ
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。）

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

①


